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1　 目的

　 デ ザ イ ン 分 野 で の 色 彩教育に お い て は、色 の 持 つ 物

理的 ・心理 的な属性に 関する基本的知識 の 教育 と並 ん

で、フ ァ ッ シ ョ ン ・イ ン テ リ ア な どの 色彩 が 応用 され る

場 面 に お い て 、 イ メ ・一ジ に 合 っ た 適切 な 配色が作成 で

きるこ とを目指 し て 、配色 に 関する教育が 行な わ れ る ，，

　 こ うした 色彩教育の 場 面で は 、各種 イ メ
ー一ジ と配色

との 関係が 多数あ る た め 、 そ れ らの 関係 を整理 して 効

率良 く理解 して もらうた め の 手法が 必 要 と な る t
．，そ の

尹法 を開発 す る こ とが我 々 の 目的で あ る 。

　 こ れまで に も、イ メージ と配色と の 関係 を明 らか に

す る ため 、因子分析な どの 多変量解析 を 用 い た 研究が

数 多く な さ れ て い る、，

　 しか し、そ れ らの 研究成果 を 我 々 の 目的 に 適用 しよ

うとす る と、フ ァ ッ シ ョ ン や イ ン テ リア で しば しば 使 わ

れ る デ ザ イ ン 用 語 が あ ま り含 ま れ て い な い こ とや 、因

子 の 解釈 に お い て色 の 属性 との 関係が 曖昧に な りがち

で あ る、とい っ た問題 が あ る、、

　そ こ で 我 々 は 、．E記 の 問題 を解決す る た め、デ ザ イ

ン 関係 の 用語が含意す る イ メージ と色彩 と の 関係 を明

らか に す る こ とに した、t

エ レ ガ ン ト、 サ イケ デ リッ 久 ミ リタリ
ー、ダ

ン デ ィ、ア
』

バ ン、テ ク ノ

こ れ ら デ ザ イ ン 系 の 用語 の 持 つ イ メ
ー

ジ が 、

一一
般的な

感性用語 とどの ような関係 を持 つ か をも調 べ る ため に 、

以 下の 12 の 用語 も採用 した。

深 み の あ る
、 温か み の ある 、 柔ら か な 、ハ ッ

キ リした、軽みの あ る、派手な、単純な 、 か っ

こ い い 、高級感 の あ る、かわ い い 、親 しみ や

す い

　通常 の SD 法 で は、互 い に 反対語 と な る 1 対 の 言葉

に よ っ て 尺度 を構成す る が、デ ザ イ ン 系の 感性用語 で

は 反対語 を 想起 しに くレ   そ こ で 、 単 一．・の 用 語 に 関す

る 当 て は ま りに よ っ て 尺度 を構成 した。

　SD 法 で の 概念 として は、3 色 配色 を 17 イ ン チ CRT

に表示 した もの を用い た 。 以 F、こ の 3色配色 をカラ
ー

チ ッ プと呼ぶ 。 カ ラー一チ ッ プ は、先 にあげた 12 の 感性

用語 に マ ッ チす る よ うに各語に 8 個ずつ 、合剤 96 個作

成 し た。被験者に提示し た カ ラ…チ ッ プ の 、CRT 上 で

の お よそ の実寸を図 1 に 示す。 現実 の デ ザイ ン で の 応

用例 を参考に、各色 の 割合は 不均等 と した，，なお、紙

面の 都合か らカ ラ
ー

チ ッ プ そ れ 白体の 紹介 は割愛す る 。
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2　調 査方法

　イメ
ー

ジ と配色 との 関係 の 調査は、SD 法 ［1］を基本 と

した。通常 の SD 法 との 問の 違 い に つ い て は後述す る 。

　SD 法 の 尺度 と して、さまざまな感性 的なイ メ
…ジを

含意す る単語 （以 臥 感性用語と称する ）を用い た 。 デ

ザ イ ン 関係 の 用語 と して 、しば しば使われ る次の 12語

を採用 した。

ロ マ ン チ ッ ク、ク リ ア、フ ェ ミ ニ ン 、ボ ッ ブ、

匚

　 こ れ らの カ ラ
ー．

チ ッ プを被験者に提
．
示 して 、 先に 挙

げ た 24 の 感性用語それぞれ につ い て 、どの 程度当て は

まる か 7 段 階 で 評価 させ た。

　被験者 は 、上 田 安子服飾専門学校お よび 大 阪総合 デ

ザ イ ン 導門学校 の 複数 の コ
ー

ス に 所属す る 学生 114名

で、事前に 色彩 に関す る何 らか の 科 目を受講 して い る。

　こ れ ら 96 個 の カ ラ
ーチ ッ プ に つ い て 24 の 感性用語

で 評定す る と 2304 個 の 設問 となり、被験者の負担が過
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大 で あ る と考えられ た。そ こ で 、カ ラ
ー

チ ッ プ全体を

16 個ず つ 6 つ の グル ープに分け て 、各グ ル
ー

プ に被験

者 を無作為 に割 り当て て 、 評定さ せ た 。

3　分析結果 と解釈

　被験者か ら得たデ
ー

タ を以下 の手順 で 因子分析 した。

入力 と なるデ
ー

タ行列は、感性用語 を列 、カ ラ
ー

チ ッ

プ を 行 と し、そ の 要素 は 対応す る 尺度値の 平均 とした 、，

この デ ータ行列に 対す る 相関係数行列に は 1以 上 の 固

有値が 5 つ あっ た の で 、因子の 数を 5 と判断 した 。 最

尤法で 因子負荷量 を推定 して か らバ リマ ッ クス 回転 し

た 。 そ の 結果 の
・
部 を表 1 に示す。 第 4、第 5 因子は

因子寄 字率 が 0，09 以 下 で あ り、省略 して い る
。

2．第 2 因予は デ ザ イ ン 用語 で は、ポ ッ プ、 サ イケ デ

　 リ ッ クや コ ン サ バ テ ィ ブとの相関が 強 く、新奇性 ・

　保守性 を示す因子 と考え られ る。一
般用語で は 「派

　手な」「ハ ッ キ リ し た」 との 相 関が高く、 彩度に関

　す る 因子で あ る と予想 さ れ た。そ こ で 、先と同 じ

　 く重 回帰分析 を行な っ て 、 カ ラ ーチ ッ プの 最 も広

　い 部分 の 彩度 との 間 に高い 相関が あ る こ と を確認

　した （図 2 の 右側グ ラ フ を参照）。従 っ て 、こ れ は

　彩度 に 影響を受け る 因了 と考え られ る。

3．第 3 因子は どの デ ザ イ ン 用語と も高い 相関 を持 た

　ない 、解釈の 困難な因子 で あ っ た、，第4 ・第 5 の 両

　因子 に つ い て カ ラ
ー

チ ッ プをプ ロ ッ トす る と、こ

　れ ら は 色相 に関連する と見られ る が、定量的な分

　析は未実施 で あ る。

表 1： 因子分析 の 結果 の
一

部
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ロ マ ン チ ッ ク o．93 0、05
フ ェ ミニ ン 0．90 0ユユ

ク リア 0．84 一〇ユ80 ，09
ミ リタ リ

』 一〇．78 一〇．360 ．240 ．11
ダ ン デ ィ 一〇．70 一〇．490 ．410 ．06
エ レ ガ ン ト 0．67 一〇．270 ．270 ，2ユ

ポ ッ プ 0 ．30O ．84 一〇．300 ．10
コ ン サ バ テ ィ ブ 一〇．20 一〇．710 ，140 ．43
サ イ ケ デ リ ッ ク 一〇．280 ．70 一〇．170 ．32
テ ク ノ 0 ．610 ．140 ．34
ア
ーバ ン 一〇．29 一〇．120 ．510 ，55

　　　　　「　“
エ コ ロ ン

ー D，25
因子 寄 与率 　　　　 035 　　 0，21　　 0．09

3．1　 結果 の 解釈

　通常 の SD 法で の 因子 を解釈 は、各尺度に対す る 因

子負荷量 を中心 に行な うが、こ こ で は各概念 （カ ラ ー

チ ッ プ）の 因子得点を併用 して、色 の 属性 との 関係 も検

討 した。そ の結果、以 下 の よ うに 解釈 した 。

1．第 1 因子は デ ザイ ン 用 語 で は 、 フ ェ ミ ニ ン、ダ ン

　デ ィや ミ リタ リ
ー

との 相関 が 高い こ とか ら、男性

　的 ・女性的 デ ザイ ン と結び付 く傾 向を示 す因子 と

　考え られ る 。一
般 用 語 で は 「深 み の あ る」「軽 み の

　ある」と の 相 関が高 い 。こ の 因子の 得点 を 目的変

　数 、 カ ラーチ ッ プの 中 の 最も広い 部分 の 色の 明度
・

　彩度 ・色相 を説明変数 と して 重回帰分析を行 な っ

　て、明度 との 間 に 強 い 相関があ る こ とを確認 した

　（図 2 の左 側 グ ラ フ を参照）。 従 っ て 、こ れ は 明度

　に影響 され る 因子 と考え ら れ る 。
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図 2 ： 因子 1 ・因子 2 と カ ラ
ー

チ ッ プ の 明度
・
彩度 の 関係

4　 ま とめ

　 イ メージ と配色 の 関係の 教育へ の 適用 を目指 して 、カ

ラーチ ッ プの 与え る印象とデ ザ イ ン 用語 との 関係 を調

査 して 、印象 の 因子を抽出し た 。 そ の 結果 は 、第一
の

因子 は カ ラ
ー

チ ッ プの 明度 に 関す る 因子、第二 の 因子

は カ ラ
ー

チ ッ プの彩度に 関する 因子 で あると、そ れ ぞ

れ 考 えられ る こ とが わか っ た。

　今後 の 課題 と して 、 上 記 以 外 の 3 因子に つ い て色の 属

性 との 関係 を定量 的 に検討する こ と、分析結果を基 に

教 育支援シ ス テ ム を試作 して 効果 を調べ る こ と、今 回

得た 結果 が他 の デ ザ イ ン 用 語 や カ ラーチ ッ プの 組に 対

して も妥当 で あ る か確認する こ とな ど を予定 して い る 。
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